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今週の概要 

 ～新型コロナウイルス変異株について（令和 3 年 3 月 21 日時点）～ 
 

❖定点把握感染症報告状況（定点当たり患者報告数の上位５疾患）❖ 

順
位 

疾患名 
奈良県 

北部 中部 南部 
定点当たり （前週） 増減 

1 感染性胃腸炎 1.97  (2.85)     
2 突発性発しん 0.56  (0.53)     
3 Ａ群溶連菌咽頭炎 0.50  (0.56)    
4 咽頭結膜熱 0.41  (0.29)     
5 ヘルパンギーナ 0.06    

発生状況： 大流行   流行   やや流行   少し流行   散発  （疾患毎に、基準値を定めています。） 

増減：過去５週間平均数と比べたときの変化 急増、増加、やや増加、横ばい、やや減少、減少 
 

❖県内概況❖ 
咽頭結膜熱の報告数が増加しており、特に中和保健所管内東部地域からの報告が多くなっています。

主な症状は発熱や咽頭痛、結膜炎に伴う結膜充血で、目の症状は片方から始まり、その後もう片方の

目にも現れます。主な感染経路は飛沫感染と接触感染です。流水と石けんによる手洗いを心がけ、タ

オルなどの共用は避けるようにしてください。 

新型コロナウイルス感染症について、県内の第 11 週の新規感染者は 58 名と増加傾向にあり、変異

株が複数確認されています。変異株であっても、個人の基本的な感染予防策は、三密の回避、マスク

の着用、手洗いなどがこれまでと同様に有効です。感染の再拡大を防ぐため、引き続き、感染予防対

策を継続して頂くようお願いします。 
 
 
 

〜新型コロナウイルス変異株について（令和 3 年 3 ⽉ 21 ⽇時点）〜 
変異株について、当県では、奈良県保健研究センターで実施した PCR 検査結果が陽性となった検体の

うち、遺伝子解析のしやすい、ウイルスの遺伝子が多い検体を国立感染症研究所へ提出し、遺伝子解析を

実施することで変異の有無を調べていましたが、令和 3 年 3 月 1 日以降、奈良県保健研究センターで変

異株 PCR 検査を 20 例実施し、N501Y 変異のある変異株を 7 例検出しました。 

検査により N501Y 変異があることが分かった後、国立感染症研究所へ検体を提出、遺伝子解析を行い、

どの系統の変異株であるかを調べています。 

 

N501Y 変異のある株について 

 英国、南アフリカ、ブラジルで確認された変異株に共通したもので、

従来株より感染性の増加が懸念されています。 

 迅速な対応のため、各自治体で全陽性患者数の 5～10%分の検体を対象

に変異株 PCR 検査を実施することになっています。当県では、奈良県

保健研究センターで PCR 検査陽性と判明した検体のうち、遺伝子解析

のしやすい、ウイルスの遺伝子が多い検体を選んで検査を実施してい

ます。 

 これらの変異株に感染していることが確定したものや、その濃厚接触

者に対する入院措置や退院基準は、当面の間、入院の際には原則個室

対応、退院の際は症状軽快後 2 回の陰性確認が必要となっています。 

出典：厚生労働省ホームページ 

（https://www.mhlw.go.jp/content/LLS_tearai_s.pdf） 



❖定点把握感染症報告状況❖ 令和 3 年 第 11 週 3 月 15 日 ～ 21 日

保健所別報告数 奈良市 郡山 中和（東） 中和（西） 内吉野 吉野
インフルエンザ定点数 55 14 14 11 10 2 4

1 1
(0.02) (0.07)

小児科定点数 34 9 9 7 6 1 2
1 1

(0.03) (0.17)

14 1 8 4 1
(0.41) (0.11) (1.14) (0.67) (0.50)

17 3 1 1 9 1 2
(0.50) (0.33) (0.11) (0.14) (1.50) (1.00) (1.00)

67 8 6 21 27 1 4
(1.97) (0.89) (0.67) (3.00) (4.50) (1.00) (2.00)

19 7 3 6 3
(0.56) (0.78) (0.33) (0.86) (0.50)

2 1 1
(0.06) (0.14) (0.17)

1 1
(0.03) (1.00)

眼科定点数 10 3 3 2 2 0 0

3 3
(0.30) (1.50)

基幹定点数 6 1 2 1 1 0 1

※平成27年2月16日より桜井保健所と葛城保健所は統合され中和保健所となりました。
　旧桜井保健所分は中和（東）、旧葛城保健所分は中和（西）として集計しています。

　上段　：報告数
（下段）：定点当たり報告数　報告数÷定点数

年齢別報告数
年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80- 合計 累計

男 1 1 1
女

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20- 合計 累計
男 10
女 1 1 22
男 2 4 1 1 8 68
女 1 2 1 1 1 6 33
男 2 1 1 1 2 1 1 2 11 87
女 1 3 2 6 79
男 1 7 5 3 4 3 4 1 2 1 1 32 416
女 1 1 2 10 3 4 5 3 1 2 3 35 333
男 12
女 15
男 2
女
男
女 1
男 2 4 6 63
女 1 2 6 4 13 62
男 1 1 2
女 1 1 4
男 7
女 1 1 4

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70- 合計 累計
男 1
女
男 1 1 2 14
女 1 1 7

年齢区分 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計
男
女 1
男
女 1
男
女 1
男
女
男 1
女

◆新型コロナウイルス感染症流行下では10歳未満の小児のライノウイルス
　 感染リスクが上昇した（国立感染症研究所HP）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/basic-science/virology/10234-virology-
2021-05.html

◆新型コロナウイルス変異株流行国・地域に滞在歴がある入国者の方々の
   健康フォローアップ及びSARS-CoV-2陽性と判定された方の情報及び検体
   送付の徹底について（厚生労働省事務連絡）

https://www.mhlw.go.jp/content/000755908.pdf

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

A群溶連菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

突発性発しん

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

咽頭結膜熱

伝染性紅斑

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

インフルエンザ

RSウイルス感染症

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

✤第11週のトピックス✤

水痘
５類感染症

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症1件(郡山1)
侵襲性肺炎球菌感染症1件(吉野1)
梅毒1件（奈良市1)手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

RSウイルス感染症 ２類感染症 結核1件（奈良市1）

咽頭結膜熱
３類感染症

A群溶連菌咽頭炎

４類感染症感染性胃腸炎

奈良県
北部 中部 南部

❖全数把握感染症報告状況❖　（　）は保健所別内訳
インフルエンザ

１類感染症



❖注目疾患の動向❖全て定点当たり報告数 R3 R2 R1 過去10年平均
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